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予備実験は計 3 回にわたって行い、各実験で以下の水溶液を使用した。 
1 回目：①ショ糖 2%、 ②ショ糖 8%、③界面活性剤（株式会社花王社製キュキュット） 
3.3 滴/L 、④界面活性剤（株式会社花王社製キュキュット）10 滴/L、 ⑤蒸留水。 
1 回目の実験後、植物ホルモンであるサイトカイニンや殺菌の役割を持つアンチホルミンが効
果的であると文献調査からわかったため、2回目の実験以降、BA、アンチホルミンも使用した。 
2・3回目：①ショ糖 4%、 ②アンチホルミン 0.02% 、③BA 15mg/L、 
④蒸留水 、⑤ショ糖＋アンチホルミン＋BA（濃度は①〜③と同じ）。 
1,2,3 回目とも、上記の水溶液(各 30mL）を用意し、試験管に入れた。ただし、BA





れた。よって満開の花には BA が最も効果的であると予想し、本実験へつなげた。 
図 1 予備実験の様子 
3.本実験Ⅰ(2019 年 7 月 29 日～8月 2日) 
1)実験方法 
予備実験の結果に基づいて、蒸留水(以下 O)、ショ糖 4%(以下 S)、BA 15mg/L(花弁に霧吹き：
以下 BA)、ショ糖＋BA （濃度等は S、BA と同じ：以下 S+B)の 4 つの実験区を設けた。試験管を





満開の切り花に関しては、BA と S+B の花弁の開き具合が大きかった。蕾の切り花に関しては、
すべての実験区で開花が確認され、特に BA と S+B の花弁の開き具合が大きかった。 
②3日目～4 日目： 
満開の切り花に関しては、特に変化がなかった。蕾の切り花に関しては、BA の花弁が萎れて
しまったが、Sは 4 日目に大きく開いた。 
③5日目： 
満開の切り花に関しては、突如 Oの花弁が萎れ、黒っぽく変色した。S も 1 日目と比較すると
萎れてしまった。しかし、BA と S+B は 1 日目と比較してもあまり変化がなかった。蕾の切り花
に関しては、BA の花弁がさらに萎れてしまった。その他の実験区は 4 日目と比較しても特に変
化がなかった。 
表 1：本実験Ⅰのダリアの状態の経過 
 O S BA S+B 
満開 蕾 満開 蕾 満開 蕾 満開 蕾 
7/29 
1 日目 
    
7/30 
2 日目 
    
8/2 
5 日目 
    
 
3)考察 
満開の切り花に関しては、O や S と比較して BA と S+B は 5 日目になっても状態が良かった。
この 2つの実験区は BA が添加されていることが共通点であるため、BA が効果的であると考え
られる。一方、Sはあまり効果的ではないと考えられる。蕾の切り花に関しては、Sと S+B は 5





4.本実験Ⅱ （2019 年 10 月 8 日～10 月 15 日） 
1）実験方法 
 蒸留水（O）、ショ糖（S）、BA（B）、ショ糖＋BA（SB）の 4 つの実験区を設けた。それぞれ
の水溶液が入った試験管を 3 本ずつ用意し、蕾を各 1本、満開を各 2本ずつ活け、8 日間室温に
おいて観察した。 





満開の切り花に関しては、満開 1 は 3 日間とも変化が見られず、満開 2 に関しては 2 日目か
ら Sが萎れ始めた。蕾の切り花に関しては、3 日目に O が開花し始め、S、SB が色づき始めた。 
②4～8日目： 
満開に関しては、満開 1 は 8 日目に全体的に萎れてはいるが、S が特に萎れ、満開 2に関して





満開 1 満開 2 蕾 
SB   B   S   O SB   B    S   O SB   B   S   O 
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本実験Ⅰは 7 月下旬から 8月上旬の 5日間の観察を行った。一方、本実験Ⅱは 10 月上旬から
中旬の 8 日間観察を行った。2 つの実験の観察期間が異なった理由として、本実験Ⅰの時期は室
温が高く、ダリアにとって適していない環境であったことが考えられる。これに対して、本実験
Ⅱの時期は室温が本実験Ⅰの頃よりも低く、ダリアにとって最適な環境であったと考えられる。
このことから、成分以外での切り花を長持ちさせる方法として、その花に適した温度に調節する
ことがあげられる。 
今後、機会があれば、温度の条件の違いによってダリアの切り花の品質は変化するのかについ
て、人工気象室などを使用して比較実験を行いたい。 
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